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聖書を読むのに...なぜ？（ヨハネ5：39-46）
　
地球上、聖書を一番たくさん読んでいる民族、また、だれよりも聖書を愛していると自負している民族はユダヤ人です。彼らは、今もその思いは何も変わらずにそう思っていると思います。それなのに、そのユダヤ人が一番、聖書を誤解していて、最終的には、彼らが聖書を愛しているがゆえにイエス様を十字架に釘づけにしてしまったのです。と言いますのは、聖書を持っていること、聖書を読むことは大切なことですが、ただ聖書を読んでいるだけでいいとは限らないということでしょう。逆に、聖書を読んでいない人も不幸ですが、読んでいるのにその中身の内容を正しく理解できていないまま勘違いしてしまうとより大変な結果につながるということでもあります。そういう意味で、今のクリスチャンの私たちの中にも聖書を誤解することによって、聖書を読むこと、聖書の内容そのものが大きな負担となり、それに押しつぶされるような信徒の方々も少なくありません。それは聖書の内容が難しくて重いからではなく、聖書は読んでいるのですが中身の内容が正しく理解できていないがゆえにそのような結果につながるということです。そういう意味で聖書を読むのはいいことですが、読む以上、聖書を正しく理解することが何より大切です。

イエス様が今日、パリサイ人とお話ししているときに、そういうことをおっしゃいました。あなたがたが聖書の中で永遠のいのちを求めているのですが、その永遠のいのちの主が私なのだ。聖書は私に関して書いてあるものなのだ。モーセを信じるということは、それは私を信じるということなのだ。それが聖書なのだと、自ら聖書のことをしっかりと定義づけて教えられました。つまり、聖書は66巻が私たちの手元に与えられていますが、その内容はよい喜びの知らせである福音です。だから、それが負担になるとか、それに押しつぶされるとか、それに怒りを覚えてイエス様を十字架で殺してしまうという内容はどこにも書いてありません。それなのに聖書を読んでいるのになぜそうなってしまうのでしょうか。聖書を一生懸命、読んで、聖書に頑張っているのに、なぜ人々は苦しみ、さらに堅苦しくなり、また攻撃的になり、人生の問題はよりややこしくなってしまうのでしょうか。聖書に問題があるのでしょうか。それは聖書を読むのに聖書を正しく理解していないからです。そういうことを念頭に入れておいて、聖書はいったいどういうことを語っているのか、どのように聖書と接するべきなのか、どういう気持ちでアプローチすべきなのかということを心に覚えて、皆さんのものにして一生、聖書と親しんで勝利する主人公になることを祈りたいと思います。
まず、聖書は書物でありますが、神様のことばです。神様のことばとして聖書にアプローチしないといけません。だから、聖書はいちいち文句を言うような相手ではなくて、分析の材料ではなくて、神のことばなのでそれを信じる信仰をもってアプローチしなければいけないものです。聖書の原本、オリジナルの本はもう消えてなくなりました。今私たちの手元に入っている聖書は、写本、コピーしたものが発見されてまとめたものです。オリジナルがなくなったというのは、どういう意味なのかと言いますと、もし聖書の原本、オリジナルが残っていれば、キリスト教は偶像化になってしまいます。また、宗教のひとつになり、形式に捕らわれるものに転落してしまいます。それで神様はオリジナルのものを隠してしまいました。この間、テレビを見ていたら仏教の発祥地であるインドのほうに、お釈迦様が修行していた菩提樹の木の下で６年間修業してそこで悟りを得たと言われているところみたいですが、そこが聖地になっていて、仏教の信徒であれば義務的に、また志願して進んで聖地を巡礼しながら、その中でも一番こだわっているところが菩提樹という木の下なのです。そこに行って拝んだり、そこで何かの儀式を行ったりしていました。それほど仏教を始めたお釈迦様が悟りを得られた木の下だということで、そこがもう偶像化しているのです。ですから、聖書のオリジナルのものは、もう消えてなくなりました。だから、聖書を私たちが読んでそれに従うとなったときには、偶像化、宗教化、形式化というものは警戒しないといけないものです。そうならにようにというのがまず聖書です。

それから、先ほど申し上げましたように、聖書のコピーが発見されて今の私たちが読んでいる聖書になっています。それで多くの人が、聖書は昔の文書、古い本だという考え方をもって考古学的に聖書にアプローチしたり、宗教の書籍のひとつなのだという考え方を持つ場合があります。あるいは、イスラエルという一つの国の歴史の書物なのだという見方がありますが、それはまったく違います。コピーを編集してまとめたものですが、それはオリジナルに基づいてそうなったものであり、オリジナルのものは神のことばでありⅡテモテ3：16に書いてあるように、聖書のすべては聖霊の感動によって記録されたものです。つまり、間違いなくその時代、その都度、人をとおして書かれた者には間違いありません。しかし、人が書くときに聖霊の感動によって書かせたのです。ですから、人それぞれの性格やその人の知識のレベルなども全部反映されています。時代のいろいろな背景なども聖書に全部反映されています。文法的にちょっとした間違いなども実はあります。それにもかかわらず100％完璧に聖霊の感動によるものなので、神様からのみことばであり、神様がおっしゃりたいことにはこれ一つ欠点や問題がないものです。聖書はそういう経緯があるものですが、神様の啓示なのだという理解をもって、神様のことばとしてアプローチしないといけないものです。

そして、神様のことばとは、どういう意味なのかというと、私たちが求めているすべての疑問やすべての問題に対して全部答えるといった書物ではありません。科学の本でもありません。聖書は、神様が人間のために人間にお話ししたいことですが、しかし、その内容は救いのみことばです。神様が聖書を与えられたのは、人によって、聖霊の感動によって神様のみことばを記されましたが、その目的、内容は、人間の救いのためのお話です。ですから、聖書には、私たちが求めるすべての内容の答えが記されているものではないし、人間の救いを中心にして読まないと、聖書を正しく理解することができないものです。言葉を変えますと、聖書には、世の中では知られていない、誰も知ることができない人間が抱えている本当の問題が何かについて書かれているもの、知らせるものです。それが聖書の主な内容です。人間の本当の問題はいったい何でしょうか。さまざまな問題を抱えているのです。地球上、今も問題だらけであり、地球が終わるときまでずっと問題は続きます。科学が発展するから、人間が頑張るから、福祉制度が整備されるから問題がなくなるわけではありません。それは単なる希望に過ぎないものであって幻です。今までの歴史を見てもそうだし、聖書の教えもそうだし、これからもずっと同じです。しかし、そのさまざまな問題、また時代によってその問題が異なる場合もあります。昔々は、銃で人を殺すということはありませんでした。銃がなかったので。今アメリカで頭を抱えて悩んでいる銃の問題というのは、昔はありませんでした。けれども、形が違うのですが、問題は問題です。問題は終わりません。しかし、ハーバード大学に行っても東京大学に行っても精神科に行っても教育の現場に行っても、だれも教えてくれません。そのすべての問題の根源にある人間の本当の問題は何なのか、それが聖書にのみ記されています。それが、神様が言いたいことです。人間の本当の問題は、私たちが普段思っているようなことではなくて、霊的な問題なのです。それが聖書の主な内容です。それを中心にして聖書を見ないと、同じ聖書を見ていても的外れになってしまいます。そういう団体、時代が、数多くありました。今現在もあります。同じ聖書を抱えて、聖書を一生懸命、教えて、聖書を読んでいるのになぜ滅びてしまうのか。聖書の内容が救いのみことばであり、霊的な事実を語っているということに耳を留めていないからです。そうなると、余計なサイドの話がメインになってしまいます。聖書はだれも教えてくれない霊的な事実について教えるものです。それが創世記３章から始まりました。神様と一緒にいるべき人間が、目に見えないけれども神様は存在していらっしゃるし、創造の神様なのです。人間にすべてを与える神様であって、人間に何かをもらう神様ではありません。でも、神を離れた宗教、偶像は、種類が何か、どのような派なのか関係なく、神々に何かをもって民を励まして、神に慰めてもらうために何かを持っていくことになっているでしょう。それは神ではありません。神は人間にすべて生きるための恵みを与えられる方です。何か足りない方ではありません。そして、神様は宇宙万物、人間をつくられた創造の神様であって、人間の手によってつくられた箱の中、石の中、木の中にとどまるような神様ではありません。創造の神様と一緒にいるべき人間が、その神様から離れてしまったことが人間の本当の問題です。いじめられることが問題ですが、それが本当の問題ではなくて、神を離れて生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたのが本当の問題です。そういう意味では、すべての人間が同じ問題を抱えています。それが症状として現れるものが異なるだけです。

そして、神から離れるようになってしまった原因が何かというと、目に見えない悪魔、サタンというものにだまされて、悪魔のしわざによってそうなってしまった。それで人間は罪に陥ってしまうようになったということが霊的な事実です。これが第二次世界大戦の本当の問題です。テロの本当の問題はここです。これが聖書のお話です。神様が私たちに教える内容です。家庭内暴力の問題が本当の問題ではなくて、離婚が本当の問題ではなくて、いま申し上げました霊的な事実、悪魔のしわざが本当の問題なので、その問題に目を留めない限りは本当の解決もありません。これが問題です。立派な本を読んでも教えられる内容、聖書を読んでも教えられる内容、そういうことのために聖書が与えられているわけではありません。世の中のすべての本を読んでも教えてもらえないことが聖書に書いてあります。聖書はそういうものです。だから、神様がおっしゃりたいのは、人間の問題は実はあがいてももがいても頑張っても何がどう変わろうが敬かつ不可能な問題なのだということが聖書のお話しであり、聖書が言いたいことなのです。だから、人間の救い、人の本当の問題の解決は神様にしかできないし、神様は救いを約束されました。これが聖書のお話です。神様自ら人間の問題の解決、救いを約束されました。人間、自分のほうには、解決の方法、道がありません。その救いの約束がキリストです。それがメインです。一生懸命がんばりなさいという話があっても、それがメインではありません。キリストゆえに一生懸命がんばりなさいという話です。聖書の話は。だから、一生懸命がんばりなさい。もし忘れることがあっても、守れなくてもキリストは忘れてはいけません。キリストを約束されました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く。そして、そのキリストがかかとに噛みつかれて血を流すことによって、あなたがたの本当の救いがそこにあります。それが聖書のお話です。そして、時代が変わり時間が流れていろいろな状況が変わっても、そのことを変わらずにずっと教え続ける内容が聖書です。出エジプトの時代は、出エ3：18に、犠牲のいけにえ子羊を殺して血を流すという表現をとおしてキリストを話しました。キリストだけが神の救いであり、キリストに神様はすべての約束をそこにしていらっしゃいます。イザヤの時代のときにも、イザヤ7：14には、キリストこそが神様と出会うインマヌエルその方なのだとあります。そのキリストにのみ救いがあるとずっと同じ話です。場面が変わり、状況が変わり、指導者が変わり、時代が変わり、でも変わらないのはキリストしかありません。キリストだけが救いです。その約束の話が聖書のお話です。聖書は難しいお話ではありません。喜びのお知らせです。だから、聖書を正しく聞きますと、喜ぶようになるものなのです。重荷を背負ってつぶされるものではありません。それは聖書を誤解しているからです。聖書は、救いのみことばです。だから、キリストがその中心です。キリストの他には道がありません。今日、イエス様がおっしゃいました。あなたがたはモーセのことを言っているのですが、モーセがイエス様のキリストのお話です。アブラハムは、アブラハムの話しのためにそこに書いてあるわけではありません。イエス･キリストの契約を握っているアブラハム。キリストの契約のために召されていろいろな苦労をしていたヨセフ。全部キリストが中心です。人は主人公ではありません。みなこの神様のお話を馬鹿にしていたときに、ダビデのような人間は、羊飼いをして一番下っ端の人間だったのにもかかわらず、その話を心から喜んで受け入れて｢そうです。キリストしか希望はありません｣という信仰を持っていたので、そのダビデを神様が用いられたのです。キリストのゆえに。カナンを征服したというのは、カナンの土地を征服したという話ではありません。キリストが来られるカナンの地、約束の地、そこを神様は愚かなイスラエルをとおして全部勝ち取って征服されたのです。どれほど神様はキリストにこだわっていらっしゃるのかという話です。それが聖書です。どこを見てもキリストです。

そうすると、今日、イエス様に叱られていたパリサイ人のようになりません。そうすると、聖書を読んでいるのになぜ葛藤ばかりなのか、読んでいるのになぜ答えがないのか、聖書を読んでいるのに、一生懸命がんばっているのになぜややこしいのかということにはなりません。それが解消されて、答えの主人公になります。たとえ弱さを抱えていても関係ありません。聖書のみことばを正しく理解するように。そして、聖書はその約束が約束に終わらずに成就したという知らせです。マタイ1：21を見ると、イエス様が処女マリヤから生まれました。その生まれたイエス様が約束されたキリストなのだ。だから、名前をインマヌエルとつけなさいと言われるのです。成就したわけです。ペテロが、そのことがわかって告白しました。主は生ける神の御子キリストですと。イエスがそのキリストなのです。成就しました。いまだにユダヤの人々は、約束としてずっと待っているのです。成就したのに。そして、ヨハネ19：30に書いてあるように、十字架の上で救いの約束を完璧にすべて完了なさいました。もう終わらせたのです。そのお話が聖書の話です。だから、イエス様はすべての人間に向かって招いていらっしゃるわけです。すべて疲れて重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。今までは宗教に疲れていたでしょう。今までは良心に従って生きようとして疲れているでしょう。今まではだれかのせいにして疲れていたでしょう。今までは悩み、劣等感などによって疲れていたでしょう。今までは嘘ばかりにだまされて疲れていたでしょう。私のところに来なさい。それしか方法はありません。もう成就したのだから。イエスはキリストなのだから。わたしがあなたがたを休ませてあげますよ。旦那さんに安らぎを求めていたり奥さんに求めたり家族に求めたりしていて疲れていたでしょう。そこには元々なかったのです。だから、全部捨てて、わたしのところに来なさい。キリストの他には、安らぎはありません。イエスがそのキリストなのだから。どんな状況でもどんな問題でもどんな罪人でも構わない。これが聖書の話であり喜びの知らせです。疲れた人に、罪に悩んでいる人々に、家系問題、病気に悩んでいる人々に対して喜びの知らせなのです。聖書の話は、このようなお話なので、今まで人類が語っていたルールをすべて打ち破って、勘違いしていたユダヤ人が勘違いしていたルールも全部破って、宇宙にない新しい希望の法則を生みだしたという内容が聖書です。ヨハネ５:24に、だからこのイエスをキリストとしてただ信じる者は永遠のいのちを持ち、死からいのちに移っているのです。そうなります。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は、信じる者は、義人は信仰によって生きる、これが聖書のお話です。だれでも構いません。これが聞こえるかどうかの問題です。神様は、辛い問題を抱えているあなたにこのお話をしていらっしゃるのです。それが聖書です。あなたの悩みを知らないわけではありません。しかし、あなたは表面ばかり、一部分しかわかっていない。今まで知らないでいたところがある。それを知らせるのです。悪魔のしわざによる霊的な問題なのだから、文句も言い訳もだれかのせいにすることも何も通じません。全部捨ててあきらめてください。キリストだけです。キリストがあなたの脳細胞を捕えて、偽りばかり言っている悪魔を打ち破って勝利できた唯一の方です。自分の思いは自分でコントロールできません。違う力が働いているわけですから、それに打ち勝って勝利できたのがキリストです。イエスはキリストです。だから、悩まずに頑張らずにイエスを信じなさい。自分の問題の救い主として信じて受け入れなさい。お母さんに従って、お母さんが信じているからいいかなではなくて、自分の今の悩みの本当の問題の解決はキリストなのだ。私にはキリストが必要だ。イエスはキリストだ。聖書はその話です。それを代表的にまとめている箇所がヨハネ20：31です。この聖書が、イエスがキリストであり、そのことを信じる者が永遠のいのちを持つために書かれたものです。これが聖書の内容です。救いのための内容です。救いのための神のみことばです。救いのための神の愛のメッセージです。本当の問題は何なのか。神様自らあなたがたにはできないから早くあきらめなさい。神様自ら救いを約束して、キリストを約束して、それを実際に成就したのだから何も気にせずに、何も躊躇などせずに迷わずにイエスを信じればいいのです。ビックニュースです。宇宙に今までそのような法則はありませんでした。因果応報しかありませんでした。そこに光が入り込んで、誰も見たことのない主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家族も救われる。義人は信仰によって生きる。まじめに生きた者は、なかなかこれが理解できないみたいです。そうならばどん底まで引き落として｢そうかな。人間には何の誇りも自慢もアピールできるようなものも、なんのいさおもないものなのだね｣と体験してもらいましょうかが、神様のお話です。サマリヤの女の人は私と違って５回も結婚して離婚して、もう人生ぐちゃぐちゃだなと思うでしょう。それが私たちの姿なのです。現場で姦淫の罪を犯した人間、私はそんな変なことをやったことがありませんという目で見るでしょう。だから、キリストになりません。聖書がなかなか理解できません。それが私たちの姿なのです。差がありません。すべての人間は罪を犯したので一緒です。心から出るものは悪しかありません。人間というものは。それを認めたことないでしょう。あまり悪ふざけなどしたことがないから。もしそういうことであれば悪ふざけをした方がましです。麻薬に手を出した方がましかもしれません。手を出さずにきれいに頑張ってイエスを拒否するよりは。それが聖書のお話です。人間は罪人です。それなのに神様が自ら身代わりとなって人を救われました。イエスはキリストです。その内容を中心にして聖書を見ないといけません。アブラハムばかり見るのでしょうか。そこでイエス様を見ないといけません。イサクの話ではありません。イエス様の話です。預言者の話ではありません。イスラエルは捕虜にされ植民地にされ災い、災難に遭った。そのような歴史の話が書いてあるのが聖書です。それは再なんの話、捕虜の話ではありません。イエス様を馬鹿にするとそうなってしまったのだというイエス様のお話しなのです。それが聖書です。聖書をこのように読まないと、聖書を読んでいるのに滅びるのです。
それから、最後に聖書は伝道のみことばです。聖書には、イエス様を信じて救われたクリスチャン、神の子どもひとりひとりの救いの祝福が詳細に書かれています。私たちが考えている以上に、想像をはるかに超えた救いの祝福の内容が詳細に紹介されているのです。どのような祝福でしょうか。もう過去から完全に解放されて、完全に滅びの運命から解放されて、もう二度と滅びることはありません。たとえうっかりして社会的には終身刑に当たる罪を犯したとしてもです。それを保護する意味ではありません。それでも滅びることはないのです。自由です。それが救いの祝福です。なにも後ろめたさとか過去に捕らわれるとか罪責感などはいりません。逆にそれによる妬み、劣等感、優越感などもいりません。そして、救われたというのは、主が永遠にともにおられることによって天にある霊的なすべての祝福をいただいて、完璧な祝福をいただいているのが救いです。もうこれ以上ありません。しかもいつ死んでも天国に行けるように、またそのときまで主がいつまでもともにおられ導かれるように、永遠に保証されて安全なのです。つまり、救いの祝福の詳細をわかればわかるほど、世の中に未練などないし、今まで偶像崇拝をとおして求めていた祈りは全部捨てるようになるし、一つしか残りません。なるほど、この福音を伝えること以外には理由がないのだ。そして、この福音を伝えることに邪魔になるような、足を引っ張られるような理由などは宇宙に存在しない、そういう存在なのだね。そのような祝福されているのだね。そして、その福音宣教、つまり、暗やみの勢力を打ち破って神の国をもたらすための福音宣教のための十分の権威が備わっているのだね。これが救いの祝福です。なぜ救いの祝福が詳細に紹介されていて、それを存分に味わい喜びなさいと言われているのでしょうか。伝道に励むために。伝道の邪魔にならないために。だから、聖書は伝道のためのみことばです。そして、聖書には、世界の歴史も紹介されています。歴史そのものも伝道のために存在するものです。マタイ24：14に、地震が起きたり戦争が起きたり、いろいろなことが終末の時代にはある。しかし、終わりではない。この福音が全世界に宣べ伝えられて、それから世の終わりの日が来るとあります。つまり、歴史が存在する理由が、福音宣教のためです。使徒1：8、地の果てにまでこの福音が宣べ伝えられる。そして、必ず成就するから、11節を見ると、主が見たことと同じ有様で、また再び再臨なさると言われるのが聖書です。イエス様の再臨が聖書にかかれています。つまり、世界福音化は間違いなくそのとおりになるというメッセージです。だから、聖書は伝道のためのみことばです。それが一番明確に記されているのが黙示録です。先ほども申し上げましたように、終末の時代、いろいろ象徴的な言葉、単語が使われているのですが、角が出ているもの、火を吹き出すもの、困難があるのですが、キリスト、イエスの血に現れているものは必ず勝利します。というのも世界福音化は止まらずにずっと進んで行って終わりが来ます。そのときに新しい天と新しい地を迎えるようになる。これが黙示録です。だから、黙示録の内容も伝道の話です。歴史は伝道のためにあります。クリスチャンも伝道のために存在します。そのためにすべてが全部備わっている。そういうお話です。教会でお互いに助け合いなさい。助け合う話ではありません。伝道する道具でしょう。それに邪魔にならないようにしなさい。伝道という結論をもって聖書を見ないといけません。
そして、最後にこの福音宣教、世界福音化のために聖霊の働きは休まずに主の再臨のときまでずっと継続している。それが聖書のお話です。使徒28：31には、だれにも邪魔されずにパウロが監獄の中で福音をずっと伝え続けていました。そして、聖書には、伝道のための聖霊の働きが休まずにずっと続いているのですが、まず信徒ひとりひとりの今の現場、小さな現場から始まります。それが聖書のお話です。特に、弟子をとおしてどんどん広まっていくようになります。これが聖書のお話です。短い時間の中で聖書のお話をすべて細かくするのは無理なのですが、聖書はこれがメインの内容です。これを中心にして聖書を見ようとしないと、聖書を読むのに変な方向に行ってしまうのです。世界中の99％の教会が今そういう状態です。聖書を取り上げて革命運動に走っています。聖書を取り上げて福音宣教はあとにして福祉に専念しています。聖書はそういうお話ではありません。聖書を読むのになぜという質問に対して、今日答えをしっかりと握って、皆さんは聖書を正しく理解していただきたいと思います。
そうならば結論として、これから聖書と親しくなるクリスチャンになりましょう。聖書は悪いものではありません。皆さんにプレッシャーを与えるようなものではありません。聖書を正しく理解しているものはダビデのように、私の口には蜂蜜より甘い、私の足のともしびのようだ、道案内だとありがたく感謝をもって慕い求めるようになります。だから、これから皆さんが成功するためには、聖書と親しくなればいいのです。でも、どのような思いでアプローチすべきなのかというと、イエス様と親しくなる気持ちをもって聖書と親しくなりましょう。単に聖書と親しくなるというのはどういう意味なのでしょうか。聖書はイエス様のお話です。だから、イエス様をもっと知りたい、イエス様の愛をもっと知りたい、イエス様のことをもっと分かりたいという、イエス様と親しくなる気持ちをもって聖書と親しくなるようにしましょう。そして、先ほども申し上げましたように、伝道の結論をもって、それをもっと細かく詳しく実際的に教えてもらうために聖書と親しくなりましょう。道徳的な教訓を得るためのものではありません。そして、そのためにこの聖書のお話しとは異なる、今まで私たちには勘違いして間違って考えていたものが刻印されています。ですから、考え、思いの刻印が変わることを期待しつつ、聖書と親しくなりましょう。それを期待しながら。日曜日のメッセージを聞くときも同じです。
それでその聖書をとおして与えられました正しい教え、悟りをもって深く考える黙想の時間に入っていけばすべてオッケーです。約束します。病気の人はこのようにやってみてください。病気にどのような神のわざが現れるか。家庭問題がある方もこのようにしてみてください。神様がその問題にどのように手を伸ばすのか体験してお証しするようになるでしょう。聖書と親しくなりましょう。正しい聖書からの教えを握ってください。そうでないものを深く考えると変な方向に行きます。だから、そのように与えられた教えをもって、残るは一つだけです。そうなのかではなくて、それを繰り返し、繰り返し、また幅広く考え抜いて行く、黙想していく、それがすべてです。そうするためには、5分、10分、30分くらい特別な時間をもうけるというのは不可決なことだと思います。私たちは肉体を持っていますから。そうすると、聖書を読んでいるのになぜというのとは反対に、聖書を読んでいるだけなのになぜこんなに成功するのかというお証しをする主人公になるはずです。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちのために、いのちを与えるために、キリストを十字架に引き渡されて、その福音の奥義を聖書に書いて私たちに渡してくださった神様の恵み、愛を心からありがとうございます。しかし、ユダヤ人、世の中の多くの人が、聖書を誤解して、聖書を読むのに滅びるということがたくさんあります。私たちは逆にそれを教訓に聖書を正しく理解して、キリストを中心に伝道の結論をもって聖書を見て、そこから喜びの知らせ、神の答えをいただいて深くみことばの中に入り込む勝利者になるように。誰にも負けない霊的な力を持つクリスチャンになるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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